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 広島大学は、米国アイダホ大学との連携に基づき、本学東広島キャンパス内に開

校する「アイダホ大学広島キャンパス」の看板除幕式を 3 月 30 日に執り行います。 

本学とアイダホ大学は、2025 年 6 月に協定を締結し、アイダホ大学のキャンパ

スを本学キャンパス内への誘致を決定しました。その後、アイダホ大学広島キャン

パスは、昨年 11 月 11 日付で文部科学大臣より「外国大学の日本校」の指定を受

けました。これにより、日本の法制度上、米国アイダホ大学本校と同等の教育課程

を有するものとして位置づけられました。工学分野に特化した「外国大学の日本校」

の設置は国内初のケースとなります。 

現在、2026 年 8 月の開校を目指し、半導体分野のグローバル人材育成を目的と

した学士課程プログラム（MESA：Microchips Engineering ＆ Security Alliance）

の準備を進めているところです。  

このたび、アイダホ大学のグリーン学長の来日に合わせ、両大学の関係者出席の

もと、同校の象徴となる看板の除幕式を下記のとおり開催いたします。 

ご多用中とは存じますが、ぜひご取材賜りますようご案内申し上げます。 

 

■開催概要 

１ 日時 

2026 年 3 月 30 日(月) 11:30～11:50 

 

２ 会場  

広島大学東広島キャンパス 大学会館東側看板前（仮設ステージ）  

（広島県東広島市鏡山一丁目 4 番 1 号） 

 

３ 出席者（予定）  

○ 広島大学 学長 越智 光夫  

理事・副学長 金子 慎治 

○ アイダホ大学 学長 C. Scott Green（シー・スコット・グリーン） 

 

４ 次第（予定）  

○ 広島大学 越智学長挨拶  

○ アイダホ大学 グリーン学長挨拶  

○ 看板除幕 

アイダホ大学広島キャンパスの看板除幕式を開催します 

—グリーン学長が来日、 

2026 年 8 月の開校に向けて準備を加速— 



  ※式典後、両学長による囲み取材を 10 分程度実施予定です。 

 

【アイダホ大学広島キャンパスの概要】 

・前半 2 年間は広島大学内、後半 2 年間はアイダホ大学本校（米国）で学び、授業は

４年間を通して全て英語で行われます。 

・アイダホ大学は半導体分野のグローバル人材育成を目的とした学士課程プログラム 

Microchips Engineering ＆ Security Alliance(MESA)を開設し、修了者にアイ  

ダホ大学の学士号（Bachelor of Science Electrical Engineering）を授与します。 

・昨年 11 月 11 日付で文部科学大臣より「外国大学の日本校」の指定を受け、米国

アイダホ大学本校と同等の教育課程を有する学校に位置づけられました。これによ

り、同キャンパスに通う学生のビザの発給申請や鉄道・バス等の通学定期乗車券・

学割乗車券の申請等が可能となります。 

・アイダホ大学は、東南アジアを中心とした国外及び国内から広く学生を募集し、

2026 年 8 月に本格的に学生受入れを開始します。1 学年の入学生数は最大 100

人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇広島大学東広島キャンパス 大学会館 
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【お問い合わせ先】 

広島大学国際室国際部グローバル化戦略グループ 吉盛 

Tel：082-424-4621 

携帯：070-1258-7501（吉盛） 

E-mail：g-strategy-gl@office.hiroshima-u.ac.jp 

 


